
市　報　に い が た （4）平成13年5月6日第　　　号1784

水
道
局
で
は
、
６
月
１
日
か

ら
７
日
の
水
道
週
間
に
ち
な
み
、

水
道
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
「
水
の
学
校
２
０

０
１
」
を
開
催
し
ま
す
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
水
道
の

歴
史
の
ほ
か
、
か
っ
ぱ
や
水
の

精
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
す
る

水
道
パ
ネ
ル
展
や
、
い
ろ
い
ろ

な
水
が
味
わ
え
る
ウ
ォ
ー
タ
ー

バ
ー
な
ど
、
水
に
関
す
る
楽
し

い
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
動
く
親
子
水
道
教
室

と
講
演
会
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

�
水
道
パ
ネ
ル
展
・
ウ
ォ
ー
タ

ー
バ
ー
・
水
太
郎
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー

日
時

６
月
３
日
午
前
11
時
〜

午
後
４
時
半

会
場

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
１
階
ア
ト

リ
ウ
ム

�
日
本
海
タ
ワ
ー
無
料
開
放

日
時

６
月
３
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

�
動
く
親
子
水
道
教
室

日
時

６
月
９
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
半

見
学
場
所

青
山
浄
水
場
、
大

源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
（
湯
沢
町
）

対
象

小
学
生
と
親
80
人

�
講
演
会
「
水
に
優
し
く
」

日
時

６
月
10
日
午
後
２
時
〜

３
時
半

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
本
市
の
歴
史
に
親
し
み
、
学

ん
で
も
ら
お
う
と
「
に
い
が
た

歴
史
塾
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

同
塾
の
小
学
生
向
け
の
事
業
と

し
て
「
こ
ど
も
地
域
歴
史
探
検
」

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
白
山
公
園
を
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
探
検
。

文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
白
山
公
園
に
あ
る
石
碑
な

ど
の
歴
史
や
意
味
、
物
語
を
知

り
た
い
、
調
べ
た
い
と
い
う
人

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
20
日
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

小
学
３
年
〜
６
年
生
と

保
護
者
10
組

申
し
込
み

５
月
11
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
、
〒
９
５
１
・

８
５
５
０
歴
史
文
化
課
（
�
内

線
２
２
５
２
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

講
師

見
城
美
枝
子
（
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）

定
員

４
４
０
人

申
し
込
み

５
月
21
日（
必
着
）

ま
で
に
は
が
き
に
動
く
親
子
水

道
教
室
・
講
演
会
の
別
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記

入
し
、
〒
９
５
１
・
８
５
６
０

水
道
局
（
�
２
６
６
・
９
３
１

１
）
へ

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
４
人
ま

で
（
参
加
者
全
員
の
氏
名
を
記

入
）。
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

市
で
は
、
５
月
13
日
に
西
海

岸
公
園
と
青
山
海
岸
保
安
林
の

２
会
場
で
「
に
い
が
た
市
民
探

鳥
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

鮮
や
か
な
５
月
の
緑
の
中

で
、
木
々
の
こ
ず
え
で
や
さ
し

く
さ
え
ず
る
小
鳥
た
ち
と
一
緒

に
、
さ
わ
や
か
な
朝
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

５
月
13
日
午
前
６
時
〜

８
時
　
※
雨
天
決
行

集
合
時
間
　
午
前
6
時

会
場
・
集
合
場
所

西
海
岸
公

園
・
西
海
岸
公
園
市
営
プ
ー
ル

前
、
青
山
海
岸
保
安
林
・
青
山

小
学
校
正
門
前

持
ち
物

筆
記
用
具（
双
眼
鏡
、

図
鑑
の
あ
る
人
は
お
持
ち
く
だ

さ
い
）

申
し
込
み

当
日
直
接
集
合
場

所
へ

問
い
合
わ
せ

環
境
対
策
課

（
�
内
線
２
７
３
１
）
へ

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
身

近
な
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
市
政
懇
談
会
」
が
石
山
地
区

（
石
山
・
山
潟
）
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

地
区
で
選
ん
だ
議
題
は
次
の

と
お
り
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
会

場
の
皆
さ
ん
か
ら
自
由
に
発
言

し
て
も
ら
う
時
間
も
あ
り
ま

す
。

日
時

５
月
10
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

会
場

石
山
地
区
公
民
館

対
象

石
山
地
区
（
石
山
・
山

潟
）
在
住
の
人

市
側
出
席
者

市
長
、
ほ
か

議
題

①
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て

②
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

③
市
が
考
え
る
自
治
会
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て

④
鳥
屋
野
潟
の
水
質
浄
化
に
つ

い
て

問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室

（
�
内
線
２
０
６
５
）
へ

※
懇
談
会
当
日
は
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

会
場

総
合
福
祉
会
館

申
し
込
み

市
福
祉
公
社
（
�

２
４
８
・
７
１
７
２
）
へ

�
手
書
き
コ
ー
ス

日
時

５
月
29
日
〜
９
月
11
日

午
後
６
時
半
〜
８
時
半
（
火
曜

全
13
回
）

定
員

先
着
30
人

�
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

日
時

５
月
29
日
〜
７
月
31
日

午
後
６
時
半
〜
８
時
半
（
火
曜

９
回
）
、
８
月
18
日
・
９
月
８

日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

対
象

パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ワ
ー

プ
ロ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
見
な
い

で
入
力
で
き
る
人
先
着
10
人

を
募
集
し
ま
す
。

要
約
筆
記
奉
仕
員
と
は
、
手

話
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
困
難

な
中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
に
、

情
報
を
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

同
講
座
で
は
、
手
書
き
コ
ー

ス
と
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
の
２
コ

ー
ス
に
分
け
、
集
会
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
発
言
し
た
人
の
内
容

を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
、
聴

覚
障
害
者
に
情
報
を
伝
え
る
た

め
の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

な
お
、
講
座
で
使
用
す
る
機

器
は
会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

市
福
祉
公
社
で
は
、
要
約
筆

記
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生

広報ラジオ　９時です！新潟市です（BSN 毎週土曜9:00～9:03） NICE TOWN にいがた（FM新潟毎週土曜10:55～11:00）、にいがた・シティインフォメーション（FM Port 毎週土曜9:30～9:35）、ほか
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�“水の学校2001”を開催�

�
こ
ど
も
地
域
歴
史
探
検
�
参
加
者
募
集�

に
い
が
た
市
民
探
鳥
会

に
い
が
た
市
民
探
鳥
会�

5
月
13
日
に
日
に
2
会
場
会
場
で

�

要約筆記奉仕員養成講座要約筆記奉仕員養成講座�

受講生を募集�

中高年齢者就職支援事業 パソコン講習
日時 ６月４日～７月26日毎週月・水・
木曜日午前９時～正午
会場 新潟地域職業訓練センター
内容 パソコンの基本操作
対象 45歳～64歳で求職中の人20人
申し込み あす７日～５月16日（必着）
までに所定の申込書とはがきを直接また
は郵送で、〒951-8550産業企画課勤労
福祉室（市役所第１分館３階�内線253
4）へ　※応募多数の場合抽選

鳥屋野総合体育館

柔道場・剣道場の利用休止のお知らせ
期日 ５月14日～６月３日（改修工事の
ため）
問い合わせ 同館（�241-4600）へ

黒埼地区公民館

黒埼の歴史～その心を探る
日時 ５月19日～10月６日午前10時40分
～正午（土曜全５回）
会場 黒埼中学校 定員 先着30人
内容 黒埼の伝承文化、お寺とお宮など
を中学生と学ぶ
申し込み 同館（�377-3101）へ

見
城
美
枝
子
さ
ん

日
時
・
集
合
場
所

５
月
13
日
午
前
９
時
半
〜
10
時
半
（
雨
天

中
止
）
・
割
烹
の
宿
「
湖
畔
」
前
広
場

用
具

市
で
用
意
し
ま
す
が
、
長
靴
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
お
持
ち

の
人
は
持
参
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

清
掃
課
（
�
内
線
２
７
５
４
）
へ

石 山 地 区 公 民 館
申し込み 同館（�286-5631）へ
�ボランティア入門セミナー
日時 ６月１日～29日毎週金曜日午前10
時～正午
内容 ボランティア実践情報、車いす介
助法、ほか
定員 先着30人　参加費 200円
�新緑の文学・美術散歩
日時 ６月５日午後１時半～３時半、６
月12日午前９時～午後４時半
内容 小泉八雲著「怪談」を読む、池田
記念美術館（大和町）見学、ほか
定員 先着26人　参加費 3,600円
�高齢者らくらく学びピア
日時 ６月７日～９月20日午後１時半～
３時半（木曜全13回）
内容 文学、歴史、歌唱、健康、ほか
対象 60歳以上先着30人　参加費 500円

佐潟月例自然観察会 佐潟自然散歩
日時 ５月12・26日午前10時～11時半
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター
申し込み 当日直接集合場所へ
問い合わせ 集合場所（�264-3050）へ　
※雨天中止

東総合スポーツセンター

初心者ソフトエアロビクス教室
日時 ６月４日～７月16日午後１時半
～３時（月曜全５回）
対象 成人200人　参加費 1,000円
※別途入館料200円が必要
申し込み ５月27日（必着）までに、往
復はがきに教室名、住所、氏名、電話番
号、年齢を記入し、はなみずき3-4-1、
同センター（�272-5150）へ　※応募
多数の場合抽選

鳥屋野地区公民館 育ちあい学級
日時 ５月24日～７月５日午前10時～正
午（火・木曜全７回）
内容 子育ての喜び、つらさを分かち合
っていますか
対象 １・２歳児の保護者先着24人
※保育あり、先着24人、１人１回100円
申し込み 同館（�285-2371）へ

講演会
こども・若者・おとな
～時代を共にいきる者として

日時 ５月17日午後２時半～４時
会場 万代市民会館　定員 先着150人
講師 斉藤次郎（教育評論家）
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
66）へ

新
潟
に
関
す
る
地
名
が
文
献

上
最
初
に
表
れ
る
の
は
、
わ
が

国
の
最
も
古
い
公
文
書
と
も
言

え
る
日
本
書
紀
で
、
６
４
７
年

（
大
化
３
年
）
に
「
渟
足
柵

ぬ
た
り
の
き

を
設

け
、
柵
戸

き

の

へ

を
置
い
た
」
と
あ
り

ま
す
。

こ
の
渟
足
柵
は
、
そ
の
後
も

「
沼
垂
城

ぬ

た

り

の

き

」
と
し
て
養
老
年
間

（
７
２
０
年
こ
ろ
）
に
も
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
場
所
は
残
念
な
が
ら
は

っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
蝦
夷

え

み

し

に
備
え
つ
つ
地
方
経
略
の
拠
点

と
さ
れ
た
施
設
で
、
阿
賀
野
川

河
口
周
辺
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
、
大
和
朝
廷
か
ら

人
や
物
資
を
派
遣
す
る
の
に
船

を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
大
河
の
河
口
の
土
地
は
、

拠
点
と
し
て
有
利
な
条
件
を
備

え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
同

時
に
、
人
が
居
住
す
る
上
で
必

要
な
食
糧
の
確
保
や
居
住
の
安

全
に
つ
い
て
も
、
砂
丘
地
帯
が

利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

９
２
７
年
に
は
、「
延
喜
式

え
ん
ぎ
し
き

」

と
い
う
当
時
の
い
ろ
い
ろ
な
国

の
制
度
を
記
し
た
書
物
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、

「
蒲
原
津

か
ん
ば
ら
の
つ

」
か
ら
「
敦
賀
津

つ
る
が
の
つ

」
ま

で
の
船
賃
を
い
く
ら
に
す
る
か

と
か
、
京
都
ま
で
の
所
要
日
数

な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

み
な
と
ま
ち
と
し
て
の
新
潟
の

最
初
の
登
場
で
あ
り
、
こ
の
時

代
既
に
、
国
の
港
と
し
て
機
能

し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

蒲
原
津
の
場
所
も
ど
こ
に
あ

っ
た
か
は
、
は
っ
き
り
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
信
濃
川
右
岸
の

発
す
る
か
ら
早
く
三
ヶ
津
に
集

合
せ
よ
」
と
命
令
し
た
書
状
が

残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
の
時
代
に
は
新
潟
津
が
一
番

大
き
な
み
な
と
ま
ち
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
類
推
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
謙
信
の
書
状
が

「
新
潟
」
と
い
う
漢
字
の
地
名

が
使
わ
れ
て
い
る
現
存
最
古
の

文
書
で
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
新
潟

の
町
建
て
も
変
化
し
て
い
き
ま

す
が
、
日
本
海
航
路
の
要
港
と

し
て
ま
す
ま
す
繁
栄
し
て
ま
い

り
ま
す
。
幕
末
に
は
、
１
８
５

８
年
（
安
政
５
年
）
、
日
米
修

好
通
商
条
約
に
よ
っ
て
五
港
開

港
が
決
定
さ
れ
、
新
潟
が
国
を

代
表
す
る
国
際
港
の
一
つ
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
す
。
１
９
１
４

年
（
大
正
３
年
）
、
新
潟
と
沼

垂
が
合
併
し
て
沼
垂
側
に
港
を

整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

残
念
な
が
ら
ま
だ
遺
跡
と
し
て

の
発
見
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状

態
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
千
年
以

上
も
前
か
ら
、
信
濃
川
河
口
に

み
な
と
ま
ち
と
し
て
の
新
潟
の

原
型
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
、
こ
の
地
域
の
み
な
と
ま

ち
と
し
て
の
地
勢
的
な
有
利
さ

一
つ
と
な
っ
て
海
に
出
て
い
た

時
代
で
、
阿
賀
野
川
の
右
岸
の

沼
垂
津
、
信
濃
川
右
岸
の
蒲
原

津
、
信
濃
川
左
岸
に
新
潟
津
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
僧
が
「
ニ
イ
カ
タ
」
に

10
日
間
も
滞
在
し
て
い
る
こ
と

や
、
上
杉
輝
虎
（
後
の
謙
信
）

が
配
下
の
武
将
に
「
新
潟
を
出

河
口
部
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と

推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
歴
史

的
年
代
の
中
に
あ
っ
て
、
信
濃

川
と
阿
賀
野
川
の
河
口
は
、
と

き
に
は
一
緒
に
な
っ
た
り
離
れ

た
り
し
て
お
り
、
両
大
河
が
暴

れ
る
度
に
人
々
は
ま
ち
を
移
し

た
り
、
み
な
と
を
移
し
た
り
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、

が
証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

１
５
６
４
年
に
は
、
京
都
醍

醐
寺
の
僧
が
、
こ
の
地
域
へ
の

旅
の
日
記
を
残
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
三
ヶ
津
と
呼
ば
れ
、
沼

垂
津
・
蒲
原
津
・
新
潟
津
の
三

つ
の
港
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

阿
賀
野
川
と
信
濃
川
の
河
口
が

た
。
１
９
２
２
年
（
大
正
11

年
）
、
大
河
津
分
水
が
通
水

し
て
新
潟
方
面
へ
の
洪
水
に

対
す
る
安
全
性
が
確
立
さ

れ
、
港
の
静
穏
度
も
高
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
と
ま
ち
新
潟
の
発
展

に
は
、
恵
ま
れ
た
地
勢
上
の

条
件
に
加
え
て
、
実
に
長
い

長
い
先
人
の
歴
史
的
な
努
力

の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

新
潟
は
�
み
な
と
�
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
ま
ち
で
あ

り
、
み
な
と
ま
ち
新
潟
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
と
い

え
ま
す
。

み
な
と
ま
ち
新
潟


